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1は じめ に

筆者は2002年9月 から一年間、文教大学から海外留学の機会を与えられた。主 な滞在先をオラ

ンダに設定し、ライデン大学の客員研究員の資格で研究を行ったのであるが、できるだけほかの

国 も経験すべ く、デンマークに3カ 月滞在 した。主な理由はデンマークが発祥の地である民衆の

ための成人学校であるフォルケホイスコレを実際に見たい と考えたからである。そ して実際にイ

ンターナショナルフォルケホイスコレに入学 して体験することになった。

デンマークは、アメリカ、ペ ンシルバニア大学の調査 によれば、国民の生活満足度が世界でも

っとも高い国である。しか もそれはほとんど毎年のことであり、決 して短期的な現象ではないの

である。何故デンマーク人は自分達の生活 にそれほど満足 しているのであろうか。

以上のふたつを知ることがデンマークを留学の地 として選択 した理由であった。

しかし、帰国後い くつかの統計 を知ることによって、デンマークのもつ意味はもっと大 きなも

のであると気づいた。

最初の きっかけは2003年10月30日 の朝 日新 聞に次のような記事が掲載されたことであった。

「日本 の競争力続伸、世界11位 に 技術革新が寄与」と題する記事で、日本の競争力が一昨年の

21位 、昨年13位 か ら11位 になった というものであるが、 ここで注 目されるのはむ しろ北欧4力

国の競争力の強 さであろう。 フィンランドが1位 、スウェーデン3位 、デンマーク4位 、そして

残るノルウェーが9位 であった。新聞で も北欧の強 さが指摘されている')。

北欧は世界的に最も福祉の進 んだ国家群 として有名である。 しか し、かつて最 も福祉の進んだ

国家であ り、「揺 りかごから墓場まで」 と言われたイギリスは1970年 代 に 「イギリス病」 にかか

ったとされ、経済が落ち込み、その後サ ッチ ャーの新自由主義政策によって福祉政策は後退を余

儀な くされた。そのとき指摘 されたのは、福祉があまりに進む と国民の労働意欲が低下し、現状

に甘えて しまうことで経済競争力が低下するのだとい う論理であった。それは単にイギリスだけ

のことではな く 「先進国病」 とまで言われたものである。

しか し、21世 紀に入 り、最 も福祉の充実 した国家群がそろって経済競争力でベス ト10入 りし、

しかも北欧4力 国中3力 国は5位 以内に入っているのである。典型的な高負担 ・高福祉の政策を

とっているこれらの国がなぜ先進国病に陥 らず、強い競争力を保っているのか。この究明はこれ

まで 「近代化」のモデルをもっぱらアメリカ、イギ リス、 ドイッそしてフランスのような資本主
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義大国にとってきた 「価値観」「社会構成論理」 を検討するという意味でも意味のあることであ

ろう・)。

第二にデンマーク人の政治意識、社会意識が作 り出す政治状況である。

デンマークはいろいろな意味で日本 とよく似ているのだが、また大 きく異なっている点 もあっ

た。 日本は戦前デンマークをひとつの近代化モデル と意識 した時期 と人々があった。その理由は

近代化の遅れを取 り戻す努力をしていたこと、基本的な産業が農業であったことであった。この

ようなところからくる生活様式や国民意識が、日本 とよく似 ていると感 じさせたのである。一言

でいえば 「身内意識」が強いことであろう。壁で囲まれた家、近所つきあいはよいが、外国人な

どに対 してはあまりオープンでないことなどは、まるで日本で生活 しているような感 じを抱かせ

た。

しか し、その一方で、デンマーク人 は 「上に従 う」 「長い ものに巻かれろ」 とい うような生活

意識 ・様式 とはきわめて遠いところにある。つま り、主体的な生活様式が広 く行 き渡ってお り、

それが政治にも反映されている。政治は生活をよりよくす るために行われていることが、いろい

ろな面で実感 されるし、将来の方向性 について国民に対立が生まれたときには、国民投票で決め

るという政治スタイルがかなり浸透 している。 日本では歴史上ただの一度 も国民投票が行われた

ことがないことを考えてみれば、国民の意識が政治において尊重されているか どうか、違いは歴

然である。

このことは国際政治汚職度調査によっても理解で きる。TransparencyInternationalと い う団体が

毎年行 っているこの調査は極めて興味深い ものがあるので、表にまとめてみた3)。
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デンマークは政治的な汚職度がこの10年 間の平均 としても世界で もっとも低い国であ り、常

に清潔度3位 以内に入っていることがわかる。

ちなみにアメリカやイギリスなど民主主義の代表的な国家 とされる国はベス トテンに一度 も入

っておらず、当然 日本は極めて低い位置にある。

先述 したようにデンマークは戦前から日本人にとってな じみの深い国であった。それは決 して

アンデルセ ンの故ではな く、戦前農業国家であった 日本は、同じ農業国でありなが ら極めて豊か

な社会を築いたデンマークに学ぶ姿勢があったからであ り、デンマークを紹介 した内村鑑三の影

響が強い。内村は、『デンマルク国の話』 とい う著作で、デンマークが19世 紀 ドイツとの戦いに

やぶれたあ と、国家再建 に乗 り出し、資源 もない荒野 を豊かな農地や森林に改造 し、 自然や地勢
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的に恵まれない条件であるにもかかわらず、世界で最 も豊かな生活を築いた歴史や現状を紹介 し

た。長い封建的な鎖国政策の中で西欧 に遅れ をとった日本人にとって、デンマークは非常 に親 し

みのもてる国家であった4)。

しか し、上記のような具体的な事実 を考えれば、デンマークは決 して戦前だけではなく、今で

もまったく新 しい意味で、日本が学ぶべ き点 をた くさんもっている国であることがわかる。高度

な福祉国家であるにもかかわらず、非常に強い国際競争力 をもち、政治意識が高い一方世界で も

っともクリーンな政治が行われてお り、そ して、生活満足度も世界でもっとも高いのである。

ではそれらはなぜ可能であったのか。さまざまな理由があるだろうが、確実にそのひとつであ

ると言えるのが、19世 紀以来続いて きたデ ンマークの民衆教育、あるいは国民自身の学習運動

である。 日本の国際競争力 は主に初等 ・中等教育のレベルの高さにあると考えられてきた。 しか

し、今 日本が失速 しているのは、おそらく現在の経済競争力はもはや初等 ・中等 レベルの教育の

質では不十分であ り、高等教育や成人教育の充実度が関わって くるほどのレベルに達 した とも考

えられるのである。 日本の高等教育のレベルはその経済力に比較 して低いことは、残念なが ら国

際的には周知の事実である。そして、成人教育 ・学習も目立って活発 とはいえない。企業内教育

が機能していた時期はそこで労働の質を高めることができたが、 リス トラが吹 き荒れる状況の中

で、企業内教育 も大 きく転換 しつつある。

他方デンマークを見 ると、成人の自己教育運動は極めてさかんであ り、それを支える制度 もま

た極めて充実 している。ここにデンマークの経済競争力の高さの秘訣があると考 えるのは、 自然

なことだろう。

2デ ンマーク教育の特徴

私が昨年デンマークを訪れたときには、デンマークの教育について否定的な事実がおお く述べ

られていた。国際理科テス トでデンマークの得点が低かったために、デンマークの科学教育の遅

れが指摘 されていたか らである。現在でもデンマークでは古典的な人文教育の位置が高 く、国際

競争力をつけるための自然科学教育が遅れているとい うのである。実際、後述するように、デン

マークの義務教育は9年 間であるが、その間デンマークの国民学校(義 務教育学校のこと)で は

試験 を禁 じられている。競争的な学力形成は義務教育では意図的に排除しているのだから、国際

学力テス トで低い点数 しかとれないとしても不思議ではない。しか し、それにもかかわらず経済

の国際競争力 は格段に高い。つまりそれだけ高い労働力 を生み出 している競争力は、まず成人教

育の分野 に求められるのである。

デンマークの教育の特質は次のように整理で きる。

義務教育は9年 間であるが、就学義務ではな く、家庭での教育も認めている。その場合9年 間

たった時点で学力テス トで教育を受 けた結果を証明する必要がある。通常の義務教育は9年 制の

国民学校folkeskoleで 行われる。小学校 と中学校が一緒 になっている学校であ り、文字通 り義務

教育学校である。

デ ンマ ークはオランダの ような学校選択制度をとっているわけではなく、基本的に住宅地域 に

基づ く通学区が存在する。居住地の学校でよければそのまま進学するが、他の学校 に入学 したけ

れば、少 なくとも余裕があれば認め られる。理由が問われるわけではない ようだ。ただし、それ

は同じ市内でなければ、まず認められない という。
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デンマークではコムーネと呼ばれる基本的な自治体が非常に小 さい。 これは、生活にもっとも

望ましい地域のサイズはどの程度か、という発想がデンマークにはあ り、それがだいたい人口4、

5万 となっている。 したがって、一つの自治体内の公立の国民学校は4校 程度であ り、その中で

の選択 は可能になっている。ただし、デンマーク人の公立国民学校に対す る信頼 は大 きいので、

あま り問題 はない、とデンマーク人の多 くは語 っていた。ただし、デンマークの国民学校に も、

いろいろと深刻な問題かあることは、否定で きないのである。

デンマークの学校制度と進学の割合5)
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他方、公立学校 に不満な親は、かなり容易 に私立学校 を設立することができ、実際にそうした

親 も少な くない。そして、以前は80%、 今 は75%の 経費が国家から補助 される。オランダの よ

うな公費補助 を得るための人数制限はなく、生徒の人数によって補助金の金額が決ま り、タクシ
ーメーターシステムと呼ばれている6)。 もちろん生徒数があまり少 ないと、教師の給与などを捻

出することも困難になるから、ある程度の人数を集めることは、私立学校 を維持する上では不可

欠である。

次の中等学校 は、3年 制のギムナジウムと技術学校 に分かれているが、だいたい成績で分かれ

るようだ。ただ し、多 くはギムナジウムに進学する。そして、次 に大学 と高等専門学校があるが、

大学の入学システムは非常にユニークである。
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基本的にポイント制度になってお り、いろいろなや り方でポイン トを獲得する。高等学校の成

績がかなりよければ、その成績で必要なポイントを満たす ことがで き、そのまま大学 に進学する

ことができるが、決してやさしくはな く、かな りの生徒は入学 を許可されない。入学試験 をする

わけではない。ポイン トが足 りなかった生徒は、ポイン トを獲得で きるさまざまな道 に進 むので

ある。高等学校 とは異なる類型の学校 に進学することもポイントを獲得する手段 となるし、また、

労働経験やボランティアでもポイントを獲得できる。そして、ポイントを充足すると大学に進学

できる。

大学は基本的に大学院大学(修 士課程)で あ り、学士 レベルの専門学校もあり、高等教育はさ

かんである。

デンマークの国民学校では、最終学年まで試験を禁 じている。 もちろん、授業 における理解度

確認のための小 テス トなどは行われているのだろうが、正式な試験はない。つ まり、オランダの

CITOテ ス トのような全 国テス トなどは最終学年 までは存在 しないわけである。そ して、9学 年

の最終学年では、義務教育で修得すべ き内容に関わる国家的な試験が行われてお り、家庭での義

務教育を実施 している人たちも同時に受ける。

このように、デンマークの教育は自由で、ゆとりのあるものと考えられるが、そうした動向 も

近年修正 されつつある。2003年 に国民学校 のカリキュラムに関する大幅な改定が法的に行われ

たが、その基本動向は、学習量の増大である。

学年

現在の授業時数

新提案授業時数

123456789言 十

151518202324242424187

2020222424262628282187)

前者がこれまでの授業数であ り、後者が新たな提案である。学習量 を増やす必要をデンマーク

は感 じているわけである。特 に自然科学系の弱点を克服する意図があるようだ8)。

デンマークでは、いまだにヨーロッパ中世か ら近世にかけての人文科学重視の姿勢が残ってい

るようで、大学などでも、工科系統 は主に専 門学校、あるいは専門大学として位置づけられ、総

合大学 とは異なる学校 になっている。だからといって教育の レベルが低い とされているわけでは

ないが、大学の学部の中に入っていないことは、やはり社会的位置づけが低いと考え られる。

次の特質は他国にはあまり例のない独特 な学校が存在 していることである。高校 レベルおよび

成人教育 レベルで全寮制を基本 とする学校があり、前者をエフタスコレ、後者をフォルケホイス

コレという。エ フタスコレはフォルケホイス コレの流れを汲むが、当初は問題 を抱えた生徒 を生

活全体 を改善することを通 して立ち直 らせる学校 として成立 したが、その教育効果の故に通常の

生徒にも人気があるといわれている。後者は本論で扱 う中心的な対象であるので、次に詳 しく説

明する。

3フ ォルケホイスコレとは何 か

フォルケホイスコレとは何か、 とりあえずデンマーク文部省の説明を紹介 しておこう。

成人のための学校であ り、17歳 半からの入学が許可 される。いわゆる 「フォルケリッヒ ・オ

プリュスニング(民 衆教育)」9)で あ り、個 々の授業群 とグループ化 された授業群 をもち、設立

者や運営者によって定められた明確 な 「教育理念」をもっている。寄宿制をとり、教師 と学生は
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学校内の宿舎で共同生活するか、学校のごく近 くに住 んでいる1°)。17歳半以上 という年齢以外の

入学資格はなく、卒業によって取得できる資格 もない。ただ純粋に学びたいから入学 して学ぶ学

校である。

グルン トヴィの思想に基づいて最初のフォルケホイスコレが設立されたのは1844年 のことで

あ り、以後 フォルケホイス コレだけではな く、生涯学習の機関がデンマークでは発展 していった。

1990年 代初期 には、360校22万 の学生が学んでいたとされる1')。

フォルケホイスコレはデ ンマーク教育の最 も大 きな特質のひとつである。その理由は、民衆教

育の形態の国際的なレベルでの原型 を示 している という点、多 くの国は、このデンマークのフォ

ルケホイスコレをまねて、その土地に合わせた民衆学校 を作っていったのである'2)。「デンマー

ク人にとって、フォルケホイス コレとは、歴史的な運動であると同時に民衆の生涯教育 ・学習の

ための現代 の教育施設なのである。フォルケホイスコレは人々を啓蒙 し民主主義の訓練 をする。

そして、おそらくデンマークが民衆教育と非制度的な教育 についての国際的な思想 に対 してなし

た最 も独創 的な貢献 として特徴づけられる。」'3)

しかし、そうして国際的に広まっていったが、デンマークのとっている形態の最 も重要な性質

である 厂寄宿制」 はほとんどの国が採用 しなかった。寄宿制の形態が とられているのはスウェー

デンやノルウェーの北欧の国の一部のフォルケホイスコレだけである。

何故、デンマークのフォルケホイスコレのみ、寄宿制をとっているのだろうか。あるいは、他

の国はそれを捨てたのであろうか。

これは仮説的であるが、デンマークの価値観が農業共同体的な性格を残 しているからであると

考えられる。スウェーデンは隣の国であ り、かつスカンデ ィナビアとい う強い結びつ きをもって

いるにもかかわらず、スウェーデンにこのフォルケホイスコレが移入されたときに、既 に寄宿制

は捨てられた。スウェーデンは工業国家であ り、生活と労働 ・教育を分離 して考える傾向が強い

のではなかろうか。

現在の農業はかな り変わってきているが、昔の農業は、村 としての共同作業が必要であ り、ま

た、一 日の時間帯の一定の部分 を農作業に当てるというのではなく、ほとんど一日全体が何 らか

の共同作業 を必要 としていた。そのような中で形成 されて きた価値観や生活感覚がデンマークに

おけるフォルケホイスコレの寄宿制に現れているのではなかろうか。

言うまで もなく寄宿制をとるということは、個人主義的な生活様式ではなく、共同的な生活様

式を重視するとい うことである。また、教育 を生活 と分離せず、生活全体の中で学ぶことを重視

するとい うことでもある。デンマークにおいては、「教育=生 活」 という考え方が強いことを示

している。そして農村的な価値観が今で も残ってお り、協同生活を重視する感覚がある。そ して

実際に寄宿制 を前提 としたフォルケホイスコレがたくさんあるために、それを前提 にした学習が

しやすい環境が整っているとい う点もあろう。しかしそれだけではなく、いわゆる 「自由時間法」

によって保障 された自由時間利用のしやすさと、労働時間が守られている社会体制がこうした学

習時間を可能にしていると考えられる。設備があっても、長い日時寄宿制の学校に入学 して学ぶ

ことは、勤務時間で拘束 されていれば困難だか らである。

「自由時間法(Fritidslov)」 は1968年 に制定 された法律で、「もし成人の団体が、学ぶことを

欲 した ら、それが英語、リーマ ン幾何学、あるいは都市の革命的戦略、 ビタミンの化学、 ヨガ、

自画像の執筆、そ してテープレコーダーの修理法であろうと、なんであれ、教師を見つけること

ができ、国家や 自治体はその人件費の一定部分を負担 しなければなばならない」 という法律であ
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るto)。

この法律 によって、デンマークの学習運動が きわめてさかんになっているのであるが、移民を

も含めたデンマークの統合に大 きく寄与 した とされる。移民 もこの法律を使 って、デンマーク語

の学習をすることができ、また、移民の学習に移民がデンマーク語の教師として採用 されること

も可能にし、そのことが、全体 としてのデ ンマークの国民統合にプラスに働いてきたという分析

である'5)。そ してその結果、デンマークには国語(デ ンマーク語)を 話さない移民グループが存

在 しないとされる。ほかの国では多かれ少なかれ、公用語 を話さない移民集団が存在するもので

ある。

フォルケホイスコレの学習は決 して、単なる 「勉強」ではなく、実践的な活動を結びついてい

ることが多い。その代表 とされるのが、風力発電 と結びついたフォルケホイスコレ運動である。

アスコウ ・フォルケホイスコレで始 まったこの運動は日本で も有名であ り、橋爪氏のように運動

そのものに関わっている人たちもいる'6)。

さて次に筆者がデ ンマーク滞在中に直接接 した3つ のフォルケホイスコレを紹介 しよう。

リュ

1883年 に開設 され、100年 以上の歴史をもつ典型的なグルントヴィ型のフォルケホイス コレで

あるリュはデンマーク第二の都市であるユラン半島北部のオーフスの少 し南にあ り、周 りは広k

とした田園地帯のリュ市 にある。リュはきわめて小 さな町である。これはデンマーク全体 に言え

ることで、日本のような大 きな都市は首都のコペ ンハーゲ ンしかない。

筆者はデンマークのフォルケホイス コレを実際に経験 したいと思い、い くつかの学校 をしぼっ

て見学 に出かけた。オランダ滞在中の2003年11月 のことである。その ときにリュにも出かけた

のである。

リュは教育対象が専 門化、特殊化する中で、比較的伝統的なアカデミックイメージの残 ってい

るフォルケホイスコレである。道路に面 した表側 はとても汚れた小さな校舎の貧弱な学校 という

イメージであったが、中に入ると緑の豊かな広々とした感 じの校舎が立っている。

大 きな池 に直接接 してお り、ここでボー ト遊びなどを楽 しむことができる。デンマーク全体が

こうした田園風景に囲まれた国家であるから、多 くのフォルケホイスコレは自然の中でさまざま

なレジャーを楽 しむ。

生徒募集用のパンフには次の ように書かれている。

「フォルケホイスコレでは毎 日一緒に住み、生活 しています。その生活の中でた くさんの人が

多 くの友人を得ています。あるいは、唯一無二の友人を得 るかも知れません。 もちろん、 自動的

にそれを保証で きるわけではありませんが。

寄宿舎のフォルケホイスコレの生活をともにする人もいますが、また山の上のホテルに行 く人

もいます。それも悪 くあ りません。忙 しい ときや、テレビ視聴、あるいは個人の生活を忘れます。

お互いに教育 し合 うような集団を獲得することもまた重要なことです。

ある一 日がまた他の日で繰 り返されることは滅多にあ りません。毎 日新 しいことがアレンジさ

れます。遠足、緊張感のある講義、午後のお茶、映画、更に自分で発見することすべて。森のサ

イクリング、湖の散策、ハウスグループによる午後の催 し等々。」(リ ュの入学パ ンフより)

フォルケホイスコレの教育 は、学校 によって異なるのはもちろんであるが、い くつかの共通項

がある。
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寄宿生活をして、生活全体 をともにし、そのなかで学ぶ ことは、その最大の特質である。

第二に、カリキュラムはい くつかの選択肢 があるが、学校の特質 を反映 した柱 をもってお り、

い くつかの柱 から構成され、そのなかから選択 してい くという形をとっている。

授業の科 目は次の通 りである。(毎 年少 しずつ変わるので、2003年 冬学期のもの)

歴史

ヨーロッパ史、考古学、成人教育の歴史

ジヤーナリズム

音楽

音楽基礎、楽曲分析、クラシック音楽理論、合奏、合唱

美術

絵画、陶芸

政治学

政治学、政治 とメディア、地方 と国、国際政治

文化史

文学 と詩、文学、作文

一 日の活動はだいたい次のようになっている。

朝の集会を重視 し、多 くの場合そこで歌を歌 う。フォルケホイスコレでは朝の合唱は多 くの学

校で重要な行事 になっている。グルントヴィは多 くの賛美歌を作曲し、デンマークの教会でた く

さん歌われているためである。

正規の授業以外 に、学生を中心 とするさまざまな企画を重視する。 コンサー ト、遠足あるいは

カルチャーイブニングなどである。

入学資格 もない し、卒業によって得る資格 もないことは、また教師も特定の資格がないとなれ

ないわけではないことを示 している。フォルケホイスコレの教師の前歴は極めて多彩であ り、ま

た流動性 も高い。

校長のヘ ンリック ・キモース(HenrikKidmose)は オーフス大学でジャーナリズムを教えてい

た。ほかの教師たちの前歴は、俳優(演 劇)、 陶芸家および芸術学校での陶芸教師(陶 芸)、 美術

学校教師(美 術)、 スポーツプロデューサー(レ クリエーシ ョン)、音楽家(音 楽)、 カヤ ック教

師(ス ポーツ、 レクリエーシ ョン)な どである。 これで見 られるように、教職資格 よりも実践的

な仕事をして きた者がフォルケホイスコレで教えていることがわかる。

これ らの教師はほとんどが学校の敷地内の家かあるいは近所 に住んでいる。そして、家でパー

ティをした り、あるいは夜遅 くまで学生 と交流することも可能である。 このように生活をともに

することが、教育スタイル上の特質なのである。

イ ン タ ーナ シ ョナ ル ・フ ォル ケ ホ イ ス コ レ

次 に イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ・フ ォル ケ ホ イ ス コ レ を紹 介 しよ う。 この フ ォル ケ ホ イ ス コ レ は私 と

妻 が 実 際 に2003年3月 か ら6月 ま で の 短 期3カ 月 の コ ー ス に 入 学 して 、 実 体 験 した 学 校 で あ る 。

そ し て 、 デ ンマ ー ク の フ ォル ケ ホ イ ス コ レ と して も非 常 に ユ ニ ー ク な 学 校 で あ る 。 とい うの は 、

フ ォル ケ ホ イ ス コ レは これ ま で紹 介 して きた よ う に、 きわ め て デ ンマ ー ク 的 な 存 在 で あ って 、 デ
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ンマ ー ク社 会 に根 付 い た特 質 を もっ て い るが 、 こ の フ ォル ケ ホ イ ス コ レ は国 際 理 解 を標 榜 し、 実

際 に学 生 の多 くが デ ンマ ー ク以 外 か らや っ て くる。 私 が 在 籍 して い た と きに は 、 学 生 の 出 身 国 は

22力 国 に及 んで い た 。 設 立 され た 第 二 次 大 戦 前 は デ ンマ ー ク や 北 欧 の 学 生 が 多 か っ た の で あ る

が 、 近 年 ヨー ロ ッパ の 学 生 は 減 り、 む しろ ア ジ アや ア フ リ カ の学 生 が 多 くな っ て い る 。 しか し、

フ ォ ル ケ ホ イ ス コ レ と して の学 習様 式 は あ くまで もデ ンマ ー ク の伝 統 的 な フ ォル ケ ホ イ ス コ レに

則 っ た もの で あ っ て 、 した が っ て 、 こ こ の 卒 業 生 が 出 身 国 に帰 って か ら、 フ ォル ケ ホ イ ス コ レを

設 立 す る こ と も あ っ た 。 日本 人 は い つ も多 人 数 が 在 籍 して い る 。

ま ず 設 立 の 歴 史 を 簡 単 に見 て お こ う17)。

イ ン ター ナ シ ョナ ル ・フ ォル ケ ホ イ ス コ レ を設 立 した の は 、 若 い デ ン マ ー ク人 の ペ ー タ ー ・マ

ニ ク(PeterManniche)で あ り、 彼 は 設 立 の1921年 か ら1954年 ま で30年 以 上 に渡 っ て校 長 を勤

め た 。

第 一 次 大 戦 中 デ ンマ ー ク の 軍 務 につ い て い た マ ニ ク は、 そ の 間 平 和 につ い て 、JonstrupState

SeminariumのRudolphBenzon校 長 を訪 ね て 議 論 を重 ね て き た とい うが 、1916年 突 然 軍 務 を放 棄

して イ ギ リス に渡 っ た の で あ る 。1911年 か ら ク ウ ェ ー カ ー 教 徒 と親 交 の あ っ た 彼 は 、 ク ウ ェ ー

カ ー 教 徒 と よ り親 密 な 関係 を もつ た め に、 バ ー ミ ンガ ム 近 郊 に あ っ た ク ウ ェ ー カ ー ・カ レ ッ ジ に

入 った 。 特 に そ の 間 大 きな 影 響 を与 え られ た の は 、 デ ンマ ー ク の フ ォル ケ ホ イ ス コ レ に倣 っ て 設

立 され たFircroftCollegeのDavidFryで あ り、 彼 との 交 流 の 中 で 、新 しい フ ォル ケ ホ イス コ レ を

設 立 す る こ と を考 え は じめ た の で あ っ た。 戦 後 も しば ら くイ ギ リス に留 ま っ た彼 は、 学 生 と教 師 、

諸 国 民 、 キ リス ト教 と そ れ 以 外 の 理 念 等 の 対 立 の な い 学 校 を考 え て い た 。 そ して 、`Modern

SocialMovement'`LabourLawsinothercountries'な どの レポ ー トを書 き、 次 第 に構 想 を具 体 化

し て い っ た 。 特 に そ の 時 期 大 きな 影 響 を受 け た の は 、 イ ギ リス 人 で あ りな が ら、 ドイ ツ人 へ の敵

愾 心 を否 定 したOliverLodgeで あ っ た とい う。

1919年 に デ ンマ ー ク に 帰 国 した マ ニ ク は 精 力 的 に協 力 者 を募 り、 資 金 を集 め る活 動 を し た あ

と、1921年 に新 しい フ ォル ケ ホ イ ス コ レ を設 立 し た の で あ る 。 そ の 理 念 は3つ に ま とめ られ た。

1世 界 各 地 か ら集 ま っ た学 生 が 共 に生 活 し、 学 ぶ な か で 、 国際 理 解 と平 和 を促 進 す る こ と。

2社 会 にお け る多 様 な階 層 の 人 々 が よ り よい 関係 を もて る よ うに す る こ と。

3グ ル ン トヴ ィ や コル に発 す る精 神 的価 値 を よ り深 く洞 察 ・理 解 す る こ と。

な どで あ っ た 。

しか しそ の後 の 発 展 は 決 して た や す い もの で は な く、 い か に もデ ンマ ー ク の フ ォル ケ ホ イ ス コ

レの発 展 ら しい様 相 を呈 して い た 。 そ れ は まず 校 舎 を作 る こ とが 、学 生 た ち の大 きな 仕 事 で あ っ

た こ と に現 れ て い た 。 毎 日数 時 間学 生 た ち は 校 舎 作 りに励 ん だ が 、 学 生 た ち は不 平 に思 う こ と は

あ ま りな か っ た と い う。 先 に多 くの 国 か ら学 生 が 来 る と書 い た が 、 当 初 は そ うで は な く、 デ ンマ

ー ク人 が 中 心 で あ り
、 外 国 人 もデ ンマ ー ク 周 辺 の 国 家 の 出 身 者 で あ っ た 。 ち なみ に1926年 の 学

期 で は 、64名 中 、 イ ギ リス14名 、 ドイ ツ3名 、 オ ー ス トリ ア 、 ノ ル ウ ェ ー各1名 、 ス ウ ェ ー デ ン

7名 で あ っ た。 デ ンマ ー ク 的 で あ っ た フ ォル ケ ホ イ ス コ レで あ る か ら、 国 際 理 解 をす る こ との 意

義 は な か な か認 め られ ず 、 特 に世 界 不 況 が 激 し く な っ て か らは 、 む しろ失 業 者 の 一 時 避 難 所 の よ

う な様 相 を呈 し、 逆 に そ れ が 学 生 募 集 に有 利 に働 い て 、存 続 を可 能 に した と もい わ れ て い る。

第 二 次 大 戦 後 は 、 戦 争 中 の 民 族 的 な 問 題 が 直 接 影 響 す る こ と もあ っ た とい う。 特 に ドイ ッ人 学

生 に対 し て敵 対 的 な態 度 を と る学 生 な どが い て 、 国 際 的 な対 立 が 持 ち込 まれ る とい う事 態 で あ る。

私 が 滞 在 して い た と き に も、 い くつ か の 紛 争 の 火 種 は あ っ た 。 主 に 、 イ ス ラ エ ル とパ レ ス チ ナ 、
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そ して中国とチベ ットの学生の間にあった紛争である。イスラエル とパ レスチナは人数がそれぞ

れ一人ずつ しかいなかったし、イブニング ・カルチャーというそれぞれの民族文化の紹介を協力

して行 ったために、みなの前で政治的対立を引 き起 こすことはなかったが、一部のチベッ ト人 と

中国人の間は終始険悪であった。イブニング ・カルチャーが、イン ド、パキスタン、チベ ッ ト、

ネパール というグループと、中国というグループ編成であったために、中国人の何人かがチベ ッ

トをひとつの国家のように扱 うことに対 して異議を唱え、チベ ット学生の話 によると、さまざま

な嫌がらせがあったという。 また、授業中もチベ ットの学生のレポー トに対 して、中国人学生が

激 しく罵倒するなどして、かなり表面上の対立があった。一方、中国のカルチャー ・イブニング

では、中国の少数民族政策がいかに少数民族 を豊かにし、少数民族 自身に喜ばれているかとい う、

政府政策の ビデオが見せ られた。

もちろん、このような対立が隠微 な形で隠されるのではなく、むしろ表面で議論 される方が国

際理解 を促進 させるためには有効であろう。 しか し、一歩間違えると国際理解 よりは国際対立が

煽 られる結果になる危険も孕んでいる。

さ て 、IPCの カ リ キ ュ ラ ム は次 の よ う な グ ル ー プ構 成 に な って い た 。

グローバルな視点

グローバ リゼーション、持続的発展、NGOマ ネジメン ト、政治哲学、現代 の諸問題、

国際的対立のマネジメン ト、ジェンダーと発達、言語 と社会

個人お よび専門的スキル

コミュニケーション、文化間対話、集団形成、対立解決、映像技術、一つの世界 と多文化、

実践的環境

言語

英会話、専門的英語、デンマーク語

地域の視点

ヨーロッパ文化、アフリカ研究、デンマークおよびノルディック、中東、アメリカ研究、

アジアの思想 と生活、ラテンアメリカ文化 と視点

デンマークの教育制度の中で、文字通 り 「国際理解」 を世界中からやってきた学生 とともに実

現するのは、とて も難しい。学生たちはそれぞれの文化を背負ってお り、無条件に理解 しあえる

わけではないからだ。た とえば、常 に問題になっていたのが、厂食後の後片付 け」である。これ

を 「ウォッシング ・アップ」 と呼んでいるのだが、学生の義務 となっている。学生は10名 程度

のグループに編成されてお り、このグループでウォッシング ・アップを担当する。 しかし、例年

のことのようだが、アフリカ出身の学生はほとんどウォッシング ・アップをやらない。私がいた

ときに も、アフリカ出身の学生は10数 名いたが、ウォッシング ・アップをやる学生はエチオピ

ア出身の学生ただ一人で、あ とはい くら批判があってもやらなかった。あるとき、チベ ット出身

の学生が当番の学生が食事を終えてでてい くときに、「君はウォッシング ・アップの当番だぞ」

と大声で叫んで呼び止めても、それを無視 して行 って しまった。

アフリカやアジアは貧 しい国が多いが、 しかし、ヨーロッパの学校 に留学する学生は多 くの場

合決 して貧 しくはない。貧 しいアジア、アフリカというのは、国全体であって、そうい う国では
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貧 富 の 差 が 激 し く、 豊 か な 層 は き わ め て 豊 か で あ り、 家 族 は 家 事 を 召 使 に 任 せ て お り、 自 分 で や

る こ と は な い 。 し た が っ て 、 こ う し た ウ ォ ッ シ ン グ ・ア ッ プ を や る よ う に い わ れ て も 、 そ う し た

習 慣 が な い か ら 、 感 覚 的 に や る 気 に な れ な い 面 が あ る し 、 ま た や り方 も わ か ら な い か も 知 れ な い 。

フ ォ ル ケ ホ イ ス コ レ の 費 用 は 概 し て 安 い と い え る 。

先 述 し た よ う に デ ン マ ー ク で は 一 般 的 に 「タ ク シ ー メ ー タ ー 制 度 」 と い う学 校 へ の 補 助 制 度 が

あ る 。 こ れ は フ ォ ル ケ ホ イ ス コ レ で も 同 様 で あ り 、 日本 人 が 設 立 し た フ ォ ル ケ ホ イ ス コ レ も あ る

が 、 補 助 金 は 変 わ ら な い 。

IPCで は 、 次 の よ う な 費 用 が 示 さ れ て い る 。

SpringTerm2004

22weeksJanuary15-June162004......................24.200DKK

8weeksJanuary15-March102004.......:..............12.600DKK

14weeksMarch11-June162004.........................18.760DKK

AutumnTerm2004

18weeksAugust15-December182004.........20.250DKK

8weeksAugust15-October92004...............12.600DKK

10weeksOctober10-December182004.......14.250DKK

これ は学 生 に とっ て ま っ た く奨 学 金 の な い費 用 で あ る が 、 こ れ に よ る と、 約 一 月換 算8万 円弱

で あ る。 宿 泊 ・食 事 も含 め た全 生 活 費 用 と授 業 料 込 み で あ るか ら、極 め て安 い 。 こ れ は7割 程 度

の補 助 金 が 国家 か ら支 出 され るか ら、 これ で 運 営 が 可 能 な の で あ る。 そ して、 デ ンマ ー ク人 や 開

発 途 上 国 の 出 身 の 学 生 につ い て は 、 多 くの 場 合 、 奨 学 金 が 出 さ れ る 。IPCの 場 合 、2人 部 屋 と1

人 部 屋 が あ り、1人 部 屋 の方 が 割 高 な の で あ るが 、 日本 人 の よ う に全 額 支 払 う必 要 が あ る 学 生 は 、

2人 部 屋 が 多 く、 ア フ リ カ な どの よ う な途 上 国 出 身 の 学 生 は多 く一 人 部 屋 に い た 。 彼 らは 奨 学 金

で 支 払 う た め に、 一 人 部 屋 で も経 済 的 に無 理 が な い の で あ る。 こ れ は 我 々 日本 人 か ら は、 か な り

奇妙 な状 況 に 写 っ た 。

LO

次に独特なフォルケホイスコレであるLOを 見てみよう。

LOは 労働組合の連合体が作 った学校で、労働運動の活動家 を育てるのが第一の 目的であるが、

他方で労働者たちの息抜 きのための場 となっているようにも見える。施設 も非常に立派で国か ら

の補助金だけではな く、労働組合連合会か らの補助 もあって運営 されているからである。食事は

他のフォルケホイスコレよりはるかに上等であ り、ホテルを兼ねているのだが、まさしくホテル

のような感覚がある。そして、そのためか、他の学校にはない数日間の短い学習コースも用意さ

れている。 しかし、学習内容は労働組合 に関する極めて固いものとなっている。

一 日のスケジュールを見てみよう。

8:30朝 の合唱があり、その際特 にこの学校で多い 「ゲス ト」のための歌が工夫 される。

9:00-12:00授 業

12:00昼 食

13:00授 業

18:00夕 食
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19:00多 様 な活動

大体一般的なフォルケのパターンと同 じである。

科目群は以下のようになっている。

民主主義理解 と決定過程、イデオロギーと哲学、組織的および社会的労働、心理学とコミュニ

ケーション、成人教育、民族的 ・文化的多様性 と国際的友愛、IT、 美術、音楽、など、比較的固

い科 目が並 んでいる。これ も、労働組合が労働運動の興隆のために設立 した学校 にふさわ しい。

しか し、芸術活動 もさかんであ り、立派なホールもある。

4ま とめ

さて、我々がデンマークのフォルケホイスコレから、あるいはデンマーク社会から学ぶことは

イ可だろうか。

まず は課題 において明 らかにしたように、デ ンマーク社会が国民 を主人公 とするさまざまな仕

組みを作 り上げ、それにデ ンマークの教育システム、とくにフォルケホイスコレが大 きな役割を

果たしたことを確認することであろう。フォルケホイスコレは決 して、単 に科学技術の発展にそ

った労働力の質的向上 をめざした教育施設ではない。 しか し、フォルケホイスコレをはじめ とす

る、多 くの教育機会が提供 され、さまざまな学習にデンマーク人が参加 していることによって、

生活の満足度が高 くな り、そ して結果 として経済的な国際競争力が高 くなっていると思われるこ

とである。そして、それを支えているのが、負担は大 きいとしても、非常 に充実 した福祉体制で

あり、社会的な意味での協 同性だということである。デンマークが多 くのことを国民投票で決め

ていることは、決 して偶然ではなく、フォルケホイスコレのような国民的な学習運動を継続 して

きた国民だからこそ といえる。政治的な汚職が極めて少ない政治風土を作 り上げているという点

もこうしたことと不可分であると考えられる。

フォルケホイスコレは少 しずつ変わ りつつあるとIPCの 校長は語っていた。一般的な意味での

教養的な学校ではなく、専門に特化 した学校に変貌 しつつあるという。これは大学や高等専門学

校などの高等教育機関へのアクセスが容易になったために、中等教育後 の学校 としての地位 は相

対的に弱 くなったことを意味 している。 しかし、他方高等教育後、つまり成人になってから学習

を継続する ときの学習機関としての地位が相対的に高 くなっていることを意味 しているようにも

思われる。そして、そこにこそ、デンマークの経済競争力 と生活満足度 を高める秘訣があると考

えられるのである。
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